
テ ー マ ： 地 区 の 活 動  
組織 リーダー 
・地区民の協力 年々減少 
・区の組織編制に対する自覚 
・リーダーと支える人達 
 

伝統 
・地域行事を守っていく 
・伝統を見直す 
・子供減少 大人だけの祭 楽しくない 
・地域行事に参加するきっかけづくり 

助け合い 
・互いに協力する 近所付き合い 
・冬の除雪の区民の理解と協力 
・地域行事に参加するきっかけづくり 
・水路 道 維持管理 安心安全 

少子高齢化 
・年をとるほど面白い 
 若くても面白い 
・高齢者になり活動できなくなる 
・高齢者になっても生活できる 
・子は宝 子にも宝を 
 

目的 役割 主体性 
・地区の問題を認識する 共有 
・当事者だけでなく地域全体事 
・年齢、性別等それぞれが役割を果たす 
・目当てがはっきりしている 
・出来ないこと 
 やらないこと ⇔ 続けるべきもの 

消防団 
・団員の確保 
・活動に対する理解協力 
・団員と区長の勧誘 
・入団して地域活動に積極的 
 になる 

私たちの願い 
・居心地の良い地域 
・みんなが楽しめる 
・楽しく笑って 
      楽しく生きる 
・安全、安心、安らぎ 
・コミュニケーション 

叶え、解決していくための 
問題、解題、状況は55集落毎
に違う 
  ⇒ それぞれに考える 
    必要がある 
 







地 区 の 現 状 （55区それぞれの現状） 

空家が増えた 

消防団員不足 

祭や行事の
参加者減少 高齢者のみ世帯

の増加 

自治活動協力者
の減少 

団塊の世代が
多い 

団塊の世代は
得て前 

手段 地域ワークショップ 
□一般地区町民 ○6総WS参加町民（地元区民） 町職員 
地域の現状把握・問題、課題の整理・対策方法の検討、共有 

地域、区民、行政、事業所、関係機関、近隣自治区の役割の明確化 

活動アイディア「地域の守りと攻め、地域の位置付けを明確にする」地域づくり計画策定 

職員研修 

職員 

第６次総合発展計画 町民ワークショップ 

WS参加町民 職員 

第６次総合発展計画 

地域WS 
地 域 づ く り 計 画 

WS参加町民（地元区民） 一般地区町民 

  コンセプト「10年後、どの地域もみんなが楽しく安心して暮らせるまち」 

地域活動から 
人材育成 

地域活動から 
文化の伝承 

各世代の 
役割の認識 
明確化 

 

共通の目的 
地域活動の 

方向性の明確化 

防災・災害時の 
対応の明確化 
安心した生活 

生活の共助 
安心した生活 

共同作業 
近隣区との連携 

地域、施設 
の維持 

団塊の世代が多い 
強みを活かすのは今 

課題解決、地域が変わるためには学びが必要。 ワークショップ＝学びの場 ⇒ 町民WSの学びを活かす 

地 域 づ く り 計 画 

地 域 づ く り 計 画 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

